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短
　　歌

俳
　　句

■
正
月
の
赤
酒
一
ぱ
い
意
識
し
て

　
今
年
の
平
和
願
い
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
西
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栄
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人
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喜
び
重
ね
年
賀
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木
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あ
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■
百
舌
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持
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ぜ
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■
今
宵
ま
さ
御
立
岬
に
か
も
め
飛
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島
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ど
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が
行
き
交
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■
我
が
家
で
は
冬
の
野
菜
を
七
種
類

　
入
れ
て
七
草
粥
の
日
と
す
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津
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ス
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ノ

■
天
を
突
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ど
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ど
の
炎
弾
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来
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主
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干
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飛
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■
歳
ご
と
に
食
細
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な
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是
も
ま
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寄
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年
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仕
業
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正
之

舞
姫【
前
編
】法

道
寺
　
本
田
　
花
風

舞
姫
と
言
っ
て
も
祇
園
の
舞
子
さ
ん
や
古
の

白
拍
子
の
こ
と
で
は
な
い
。太
田（
森
林
太
郎

＝
鴎
外
）の
軍
医
と
し
て
若
き
日
の
国
の
威

信
を
背
負
っ
て
ド
イ
ツ
留
学
し
た
折
の
悲
恋

の
物
語
、い
や
本
人
に
と
っ
て
真
に
悲
恋
だ
っ

た
の
か
、当
時「
舞
姫
」を
読
ん
で
疑
念
は

あ
っ
た
。森
家
を
国
家
を
優
先
し
た
別
離
の

判
断
が
、立
場
を
優
先
し
た
結
果
に
真
意

を
図
り
か
ね
た
か
ら
。

四
十
五
、六
年
も
前
の
記
憶
を
読
み
起
こ
す

た
め
古
び
た
文
庫
本
の
文
語
体
に
悪
戦
苦

闘
し
拾
い
読
み
し
つ
つ
、国
文
学
の
鴎
外
論

か
ら「
舞
姫
」を
た
ど
る
と
新
た
な
発
見
が

あ
っ
た
。

舞
姫
エ
リ
ス
＝
エ
リ
ー
ゼ・ヴ
ィ
ー
ゲ
ル
ト
は一八

六
七
〜一九
五
三
、八
十
六
歳
で
没
。

鴎
外
は一八
八
四
〜
八
八
年
留
学
、帰
国
の
際
、

友
人
相
澤
と
議
り
て「
エ
リ
ス
が
母
に
微
な

る
生
計
を
営
む
に
足
る
ほ
ど
の
資
本
を
興
へ
、

あ
は
れ
な
る
狂
女
の
胎
内
に
遺
し
ゝ
子
の
生

れ
む
を
り
の
事
を
も
頼
み
お
き
ぬ
。」終
章
の

悲
劇
の一文
で
あ
る
。【

次
号
、後
編
へ
続
く
】

あ
ま

こ
と
し

は
し
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髪
の
乱
れ
を
気
に
掛
け
た

若
い
あ
の
頃
な
つ
か
し
や

憎
や
恨
め
し
此
の
毛
の
薄
さ

あ
れ
や
こ
れ
や
と
試
し
て
見
た
が

増
え
は
せ
ず
し
て
只
減
る
ば
か
り

捨
て
た
思
い
を
ま
た
戻
し

す
が
る
男
の
夢
哀
れ

憎
や
恨
め
し
此
の
毛
の
数
よ

増
え
て
呉
れ
と
は
言
は
な
い
け
れ
ど

せ
め
て
抜
け
る
は
此
処
ま
で
に
し
て

春
は
な
ん
と
か
分
け
た
髪

櫛
を
使
え
ぬ
秋
悲
し

憎
や
恨
め
し
此
の
毛
の
姿

鏡
な
が
め
て
溜
息
ば
か
り

つ
い
て
見
た
と
て
戻
り
は
し
な
い
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　投
稿
い
た
だ
き
ま
す
作
品
は
、
短
歌
・
俳

句
そ
れ
ぞ
れ
一
句
と
し
ま
す
。
必
要
な
場
合

は
、
ル
ビ
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
確
認
の
た
め
お
電
話
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

し
じ
ま
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み

立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り

お問い合わせ・お申し込み先
立神峡公園管理組合　☎62－1543　tategamikyou@yahoo.co.jp （8：30～17：30火曜定休日）

活動報告
門松製作体験門松製作体験
　12月7・8日、立神峡公園において、門松製作体験を行いました。当初は7日のみの開催でしたが、8日にも行って
ほしいというお声を頂き、連日開催となりました。
　7日は3人が参加され、竹を切る事ものこぎりを使うことも、初めてということでした。なかなか思うように切れ
ずに、苦労されていましたが、時間を掛けてゆっくりと作業されていました。「静かで環境も良く、気持ちの良い中
の体験で、充実した時間を過ごせました」という感想を頂きました。出来上がった門松を大事そうに抱えながら帰
宅されました。
　8日は5組13人の親子の参加がありました。のこぎりなどを使用した経験があっても、バランス良く切ることが
非常に難しいようで、何度も切り直しをしているようでした。親子の息の合った作業で、竹を押さえる係、竹を切る
係と時間を掛けながら、自分たちのオリジナルの門松を製作されていました。門松のミニ知識としての話なども、

▲親子で共同作業 ▲完成！！

▲炭焼き開始 ▲出来上がり

竹炭焼き教室竹炭焼き教室

マイ『シイタケ』を作ろう！！マイ『シイタケ』を作ろう！！

　水俣市にある愛林館へ炭焼き教室の研修に参加してきました。炭焼きの技術を学ぶとともに、里山の風物詩と
して、立神峡の伝統にしていこうと思い参加しました。通常の炭焼きと簡易炭焼きの紹介もあり資材の購入をしま
した。
　知識では理解していましたが、
いざ実施となると火の加減や時間
など、非常に難しいということを
学びました。立神峡の炭焼き人と
して、これから精進していきたいと
思います。
　日帰りで竹炭を製作できますの
で、今後炭焼きイベントも開いてい
きます。ご期待ください。

　シイタケの駒打ち体験を行います。立神峡公園内の間伐したクヌギの木を使い、シ
イタケの原木となる、ほだ木を作ります。間伐材の2次利用法の一つとして、里山保
全につながります。普段スーパーなどで購入しているシイタケを、自分で栽培してみ
ませんか。

しっかりと聞いていただき、
「へぇ～」「おぉ～」というよう
に、初めて聞く知識に感動されて
いた様子でした。
　約３時間掛けて作った思い思
いの門松は、世界に1つだけで
す。大事にしていただきたいと思
います。

◆日　時：2月15日（土）9時30分～12時（9時00分～受付）
◆定　員：5組（20人程度）
◆参加費：大人1人　750円　子ども1人　500円
◆準備物：長袖の服・長ズボン（汚れても良い服装）、軍手、帽子、飲み物など
☆参加者にはお土産として、シイタケ原木を差し上げます。（1グループにつき1本）


